
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童部会とは 

児童部会は約２０年前に始まりま

した。始まりは「小学生に特化した

研修が全国的に少ない！」という声

から、指導員の先生方から作り上げ

てこられました。当時の研修の多く

は幼児や乳児を対象とした研修が多

く、小学生以上を対象とした研修が

あまりありませんでした。 

研修が少ないと指導員同士の繋が

りも狭く、他の地区の視点や考え等

の意見交換をする機会も少なかった

です。そこで始まったのが児童部会

です。児童部会では、大阪、東京、

東海地区等の学童指導員（現在では

放課後児童支援員）を中心に小学生

に特化した研修、情報交換の場を作

ってきました。現在では学童指導員

だけでなく、多種多様な業種の方が

参加しています。 

これまでの児童部会 

第一回からは「自然」をテーマ

にした研修を多く行いました。そ

れぞれの地域で子ども達が実際に

触れ、活動している自然の場を、

大人自身もその中で過ごし体感す

ることの大切さを知る。そのうえ

で自然体験の必要性を指導員同士

で語り合い、子どもたちに与える

影響の大きさを認識し、子ども達

の豊かな成長に繋げることを目的

としました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍、子どもたちを取り巻く環境が大きく変わりました。マスクでの生活が

当たり前になり、幼児特に乳児はマスク姿の保育者しか知らないので大きくなった

時にどんな影響をもたらすのか未知数であり心配されます。 

小学生は今までできていた事が制限され我慢する日々をすごし、今しかできない

活動が中止や規模縮小になるなどショックを受け「またか」と落胆し諦める姿が日

常となってきました。 

このような中、施設で工夫して行った取り組み、これから進めていきたい取り組

みとして屋上でスイカ割。保育所のプールを借りて毎日水遊び。OB と一緒に合

宿。保護者を巻き込んだ活動。地域清掃などの取り組みを考えています。 

地域・人との関りが減ってきている中でこのような活動をやってみて初めてわか

ることがありました。みんな求めているものは同じであり、私たち支援員がその思

いをくみ取りこれからの活動に繋げていく必要があるとあらためて感じました。 

 

 

 

コロナ禍で見えた施設の変化 

~ 支援員の思い～ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに地域や子ども達のニーズに対して柔軟に対応していくことが大切だとも

感じました。スピードも必要なのだと。 

本日の研修で「子ども食堂」の話を聞いていると、その点、施設は負けている

と思いました。 

施設の色々な外的要因を考慮すると、内向的な活動になってしまうし、今はコ

ロナを言い訳にしてしまっているところもあると実感しています。 

特にボランティアと仕事、お金が関わるか関わらないかで熱量が変わってくる

のではないだろうかと感じました。仕事ではない方が、フットワークを軽くして

動けるのではないだろうかとも感じました。 

今「子ども食堂」が増えてきている現状の中“何のために活動するのか”が重要

なんだと思いました。 

しかし施設内の一職員の立場からフットワークを軽くして活動することはなか

なか難しく、しがらみが多いと感じる時もありますが、そんなに気負わずもっと

やりたい事をやってもいんだなと感じました。 
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写真で振り返る児童部会の歩み 



 

大人も地域の中で 


